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研究成果の概要（和文）：本研究では、同じチームのメンバーに対して、私たちはどのようなときに妬みを生起
させるのか。そして、どうすればこの妬みを緩和させ、前向きな行動を促すことができるのかを中心に検討し
た。
妬み感情の特徴について先行研究を概観し、その結果を『武器としての組織心理学』にまとめた。研究の結果、
妬みは、リーダーによる不公正な対応と他者の怠惰さによって強く生起した。妬みの緩和には、役割付与と目標
設定、上司との良好な関係性と感謝の念が有効であることを見出した。また、力に基づき社会的地位を達成しよ
うとする人は、相手を赦しにくかった。これは、個人の志向性が妬みや関係性を悪化させる重要な要因であるこ
とを示唆している。

研究成果の概要（英文）：When do we generate envy emotion toward members of the same team? How can we
 mitigate the envy and then take positive actions? This study focused on these research questions.
We reviewed previous research on the functions of envy and previous research, and summarized them in
 "Behavioral Science and Practices in Organizations (Chapter 1)". Results showed that envy was 
stringly generated by unfair treatment of leader and daily habits (laziness) of the envied target. 
Role assignment and team goal-setting were effective in mitigating envy. We also found that people 
who try to achieve social status based on power are less likely to forgive others. The findings 
suggest that personal orientation is an important factor in exacerbating envy and relationships.

研究分野： 組織心理学

キーワード： 妬み感情　妬みの緩和　役割付与　マネジメント　社会的地位　感謝
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研究成果の学術的意義や社会的意義
妬みは、古くから誰もが抱くネガティブな感情の一つとして扱われてきたが、他の感情と異なって表面に表出さ
れにくいため、これまで十分に解明されてこなかった。しかし近年、妬み感情は、心身の不健康、チームでの協
力行動を阻害する可能性が報告されるようになった。これらを踏まえて本研究では、妬みのもつネガティブな機
能をポジティブな活力に変換させるために、何が有効であるかを明らかにするための検討を行った。結果は、自
分自身やチームのマネジメントによって妬みを緩和できそうであった。このことは、ネガティブ感情も含めた感
情の豊かさを育み、その多様性を活かした人間関係構築やチーム力強化が可能であることを示唆している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
 職場・各種チームにおいて、リーダーとの関係性は、メンバーの職務遂行や創造性、職務満足
感などに影響する重要な要因である（e.g., Graen & Uhl-Bien, 1995）。リーダーとメンバーとの
関係性について、これまで多くの研究が行われてきたが、その中で看過されてきた問題がある。
それは、リーダーとの関係性の質が低い（すなわち、疎遠な間柄にある）メンバーに対する理解
やその対応・支援策についてである。 
リーダーとの関係性の質が低いメンバーについて研究が必要であることは指摘されていた

（Schoorman et al., 2007）が、未だその数は限られている（e.g., Le Blanc & González-Romá, 
2012）。しかも体系的に検討されているわけではないので、このようなメンバーに適切な対応策
を施すほどの十分な知見や情報を得るに至っていない。 
 特に、同じチームに所属する、ある一部のリーダー―メンバーの関係性が良好であることで、
それ以外の（疎遠な関係にある）メンバーに生じる「妬み」の感情に着目する。企業・組織にお
いては、現代の人的資源管理（多様性のマネジメントや解雇など）の実践によって、妬みの感情
を生起させる可能性が高いと指摘されている（Dogan et al., 2001）。リーダーから不公正な対応
を受けるなど、十分に納得できる対応が受けられないメンバーが抱いた感情であっても、それが
チームに伝播すると、チーム内の分裂や情報共有の滞り、雰囲気の悪化など、チーム活動に望ま
しくない影響を及ぼすことは十分に想定される。 
 ただし、妬みの感情には、悪性の妬みと良性の妬みの 2 種類がある（e.g., Sterling et al., 2017）。
悪性の妬みが強く生じると、他のメンバーやチームの活動を阻害し深刻な事態を招くことがあ
るが、良性の妬みの経験は、自分を成長させようとすることが知られている。したがって、いっ
たん生じてしまった悪性の妬みの感情であっても、妬んだ者自身あるいは職場・チームのマネジ
メントによってそれを低減させる、あるいはよりポジティブな状態（良性の妬み）へ転換させる
方策を明らかにすることは、検討すべき課題として残されている。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究のリサーチ・クエスチョンは、「妬みの感情が、関係性の質が低いメンバーを奮起させ、
チーム貢献への起爆剤になるのはどのようなときなのか？」である。妬みを抱いた者の個人要因
だけでなく、チームマネジメントの観点からその条件を解明することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 
以下の方法を用いて、一連の研究を遂行した。 

(1) 妬み感情について、他の感情との差異や生起の特徴、その測定法、（悪性）妬み感情の緩和可
能性などについて、情報収集および文献レビューを行った。 

 
(2) 妬みと資源分配の関連について検討するため、独裁者ゲームを用いた。 
 
(3) 妬み感情が生起する要因を選定し、先行研究で報告されたデータを参照し比較検討した。 
 
(4) 妬み感情を緩和させる条件（①と②）、および関連研究（③）については、インターネット調

査（一部はパネル調査）を用いてその実証を試みた。主に、以下の 3 つについて検討した。 
  ① 役割付与とチーム目標設定の効果に関する研究 

② 上司との関係性、ビジョンの共有、および感謝の効果に関する研究 
③ 部下に対する上司の社会的地位獲得スタイルと謝罪の関連に関する研究 

 
４．研究成果 
 
 上記の方法を用いて得られた研究成果は、以下のとおりである。 
(1) 妬みの感情は、ネガティブな社会的（上方）比較によって生じる。恥や望ましくない感情と
しての認識からふだんは禁圧されているため見えにくいという特徴を有する。 
（特に悪性の）妬みは様々な災いをもたらす感情として、古くから仏教やキリスト教では禍を

もたらすとして位置づけられてきた。先行研究を概観すると、（悪性の）妬みは、自己肯定感を
低めるなどネガティブな思考と関連が強いこと、精神的な不健康、睡眠の質の低さ、他者への排
他的な行動や攻撃など非道徳的な行動を引き起こすこと、また、アンダーマイニング効果を強め、
グループ・パフォーマンスを低下させることなどが報告されている。 
これらの内容については、一般書としてまとめ（『武器としての組織心理学（第 1 章）』）、オン

ラインセミナー（立命館オンラインセミナー『現代社会を読み解く：武器としての組織心理学』 



定員 1,000 名）や企業での講演などでも広く情報提供を行ってきた。 
 研究の遂行に際しては、この妬みが瞬間的に生じるとされる感情であり、潜在化させやすいな
ど複雑な特徴を有していることを踏まえて、分かりやすく端的な項目内容である田戸岡ほか
（2016）を用いることにした。また、妬みの増幅－抑制の様相については、妬み感情そのものの
ほかに、対人行動（意図）を調査、検討することにした。 
 
(2) 妬みに基づく資源分配について検討するべく、独裁者ゲームを用いた分配実験を行った。
しかし、妬みを反映した分配はほとんど観察されなかった［2019 年度成果］。 
この結果を踏まえて、分配から妬みを測定するのではなく、既存の妬み特性尺度を用い、良  

性の妬み傾向、および悪性の妬み傾向を分けて検討した。 
その結果、悪性の妬み特性の高い個人は、他者の努力、才能、運など、様々な理由で生じた他

者の有意な状況にネガティブ感情を抱きやすいことが明らかになった。その一方、良性の妬み特
性の高い個人は、は、他者が怠惰であるにも関わらず、優位な状況に立ったときにだけネガティ
ブ感情を生起させることが示された。 
 
(3) 悪性の妬みをより強く生起させるため、上記(2)の研究結果を踏まえて、怠惰な態度・行動
に注目した。先行研究で用いられた場面に、この要素を含めて調査を行った。その結果、より強
い悪性の妬みを生じさせることが示された。 
 
(4) 妬みの緩和条件について、①役割付与（有・無）×チーム目標設定（個人焦点・集団焦点）
の 2 要因の研究計画を立てた。上記の検討内容を踏まえて、調査協力者に架空の人物に対して
悪性の妬みを生じさせてもらった。その後、各条件に調査協力者をランダムに割り当て、再度、
妬みや行動意図について回答してもらった。その結果、集団焦点の目標のもとで役割を付与され
た人の場合、妬ましい他者に対する悪性の妬み感情は、他の条件に比べて有意に低いことが明ら
かになった。しかし、行動意図については、このような交互作用効果は見出されなかった。この
結果は、2022 年度の学会大会での発表、および学術雑誌への投稿をそれぞれ準備している。 
 
②3 つの各レベルで取り上げる要因が、妬みの増幅－抑制に及ぼす影響を検討した――［組織

レベル］ビジョン共有、［対人レベル］上司との関係性、［個人レベル］感謝で過ごす 1 週間――。
その結果、「上司と良好な関係のもとで感謝の念をもつ」ことで、良性の妬みは保ったまま、悪
性の妬みを悪化させずにすむことが明らかになった。また、妬み感情に対する感謝の機能は、ポ
ジティブ感情とは異なり、”自然の解毒剤となる良い経験” (Annoni, et al., 2017)として機能する
ことが示された。この結果は、2022 年度の学会大会での発表、および学術雑誌への投稿をそれ
ぞれ準備している。 
 
 ③職場における上司の社会的地位は部下からの妬みと関連すると考えられる。そこで、上司の
社会的地位獲得スタイルと部下に対する和解スタイルの関連について検討した。予備的な研究
の知見が一部再現され、尊敬に基づき社会的地位を達成しようとするリーダーは部下を赦しや
すく、力に基づき社会的地位を達成しようとするリーダーは部下を赦しにくいことが示された。
一方、いずれの社会的地位獲得スタイルも謝罪傾向とは関連しなかった。この結果は、予備的研
究とともに論文化し、現在、学術雑誌で審査中である。 
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